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雲出川水系河川整備計画
治水対策について

第４回三重河川流域委員会
資料－４

平成21年3月16日
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津市一志町其村地区の
浸水被害状況

一志団地内　浸水被害状況

昭和57年8月洪水（台風10号）

平成16年9月洪水（台風21号）

・雲出川及び支川（中村川、波瀬川）では河積不足による溢水によって破堤氾濫し、
甚大な被害が発生
・基準地点雲出橋では観測史上最大流量を記録（5,400m3/s：ダム氾濫戻し）

・堤防開口部からの浸水により被害が発生
・基準地点雲出橋では観測史上第２位の流量を記録（4,800m3/s：ダム氾濫戻し）

●昭和34年9月洪水、昭和57年8月洪水、平成16年9月洪水などで、計画高水位を超え、破堤氾濫等による洪水被害が発生。
●近年の洪水でも、堤防開口部からの浸水により被害が発生。

治水の現状と課題

既往洪水の状況

伊勢湾台風による　被災状況

昭和34年9月洪水（伊勢湾台風）

・雲出川及び支川（中村川、波瀬川）では河積不足による溢水による破堤氾濫や河
口部の高潮により、甚大な被害が発生
・基準地点雲出橋では観測史上第3位の流量を記録（4,400m3/s：ダム氾濫戻し）

島田橋

雲出橋
下河原橋大仰
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昭和34年9月洪水
（観測史上第３位）
　雲出橋流量：4,400m3/s
　生起確率：1/20

昭和57年8月洪水
（観測史上最大）
　雲出橋流量：5,400m3/s
　生起確率：1/40

平成16年9月洪水
（観測史上第２位）
　雲出橋流量：4,800m3/s
　生起確率：1/30

雲出橋地点年最大流量（ダム氾濫戻し）



2

＜流下能力不足＞

●全ての堤防開口部を締め切った状態で平成16年9月洪水が再来した場合、計画高水位を上回る区間が発生。
●破堤等による甚大な被害を防止するため、河道掘削や洪水調節施設等による水位低下対策が必要。
●地域特性や自然条件等を踏まえ、遊水地や河道改修等、様々な整備メニューについて検討することが必要。

＜開口部の存在＞

開口部の位置
右岸
左岸

赤川

牧

其村

小戸木

中川原 庄田

平成16年9月洪水流下時の水位縦断図（雲出川）

平成5年9月洪水の浸水状況

波瀬川波瀬川
赤川地区赤川地区

牧地区牧地区

雲出川雲出川

中
村
川

中
村
川

開口部開口部

開口部開口部

其村地区其村地区

小戸木地区小戸木地区

凡　例

県道・主要地方道等

高速道路

鉄道

最大浸水範囲

A’

A

●近年の洪水でも、堤防開口部からの浸水により被害が発生。

●左岸側に残る堤防開口部背後の浸水区域は河岸段丘の下に広がり、主に農地として利用。また、右岸側に残る堤防開口部

背後の浸水区域も主に農地としての利用だが、近年開通した県道沿線等で徐々に市街化が進行。

治水の課題

雲出川 農地農地市街地 県道

左岸開口部と右岸開口部の横断イメージ

左岸開口部 右岸開口部

A A’

市街地 市街地
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◆既往事業の評価

雲出川水系

◆既往事業の実施状況

【第一期：伊勢湾台風～昭和57
年洪水の主な整備内容】
伊勢湾台風災害への復旧等対応

・昭和34年9月伊勢湾台風
　→河口部高潮対策事業

・昭和41年直轄化
　→雲出川下流部を中心に
　　築堤（暫定堤防）

【第二期：昭和57年洪水～平成2
年の主な整備内容】
昭和57年8月洪水災害への

復旧等対応

・昭和57年8月洪水
　→雲出川下流部を中心に
　　引堤､築堤（完成堤防）
　　開口部の対策

【第三期：平成2年～現在の主な
整備内容】
4,000m3/s河道の整備

・雲出川下流部：暫定堤の区間
　の一部整備、須賀瀬・元町地
　区の河道掘削、旧堤撤去など
　を実施中
・中村川：中村川近鉄橋梁の架
け替えを実施中（特定構造物改
築事業）

・背後資産の分布状況、堤防開口部対策の受け皿を作りという観点から、中村川合流点下流の築堤等を重点的に実施。
・中村川合流点下流の河道は4,000m3/s対応で概成。
・今後は、近年の浸水被害の主要因となっている中村川合流点上流の堤防開口部の対策（締め切り）等の改修への移行が必要。

●S34洪水浸水区域図 ●H16洪水浸水区域図

・これまでの河川改修の実施の効果により、昭和34年9月洪水（雲出橋4,400m3/s（ダム氾濫戻し））を上回る出水となった平成

16年9月洪水（雲出橋4,800m3/s（ダム氾濫戻し））において、中村川合流点下流の浸水被害を概ね解消。

浸水解消

既往事業の実施状況
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堤防整備状況図（平成20年3月現在）

暫定堤防

完成堤防

計画断面

断面が不足高さが不足

●完成堤防の割合は60％程度（不必要区間は除く）で、整備を必要とする箇所が残存。

●平成16年9月洪水を安全に流下できる区間は40％程度。

堤防整備状況

堤防・河道の整備状況

　　　　　　　Ｈ16.9洪水を安全に流下できる
　　　　　　　Ｈ16.9洪水を安全に流下できない　　
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●河口から1km程度上流までの高潮対策区間では、昭和34年度より高潮堤防の整備を実施。今後も引き続き、高さ不
足の解消及び老朽化対策を推進。

高潮対策の状況

伊
勢
湾

凡　例

整備済箇所(平成19年度末)

実施中箇所

予定箇所

高潮対策の実施状況（左岸0.4k付近より上流方向を望む）

高潮堤防の整備状況

高潮堤防の整備イメージ

：現況断面　　　：嵩上げ断面

老朽化対策
＋
高さ対策

対策前

高潮区間

　雲 出 川：0.0～1.4k

　雲出古川：0.0～1.2k

対策後
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◆平成16年9月洪水浸水実績図

凡例（浸水区域内の利用区分）

：開口部の位置

：平成16年9月洪水による開口部付近の浸水区域

：昭和57年8月洪水による開口部付近の浸水区域

：宅地

赤赤

川川

牧牧

小戸木小戸木

其村其村

中川原中川原

庄田庄田

●12箇所存在した開口部は、宅地化の進展や河道整備の進捗により順次締め切り、現在は６箇所が残存。
●近年の浸水被害の大半はこれら開口部堤内のもので、治水安全度が低い。一方、開口部堤内の氾濫は洪水の自然調節機能を保持。

H16.9洪水の開口部被害状況

床上浸水　24戸
床下浸水　54戸
浸水面積　786ha
被害額　　 約427億円

赤川地区
床上:21戸　床下:48戸

其村・中川原地区
床上:3戸　床下:3戸

牧・小戸木地区
床上:0戸　床下:3戸

浸水実績と開口部の現状

開口部

小戸木地区開口部

開口部

牧地区開口部

牧地区

雲出川

H16.9洪水時

其村地区一志町

H16.9洪水時
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◆中流部の開発状況

●雲出川中流部に位置する近鉄伊勢中川駅は近鉄名古屋線と近鉄大阪線の接続駅となっており、その周辺は名古屋圏・大阪圏のベ
　ッドタウンとして宅地等の開発が進展。

中流部の開発状況

凡　例

0～0.5m未満の区域

0.5～1.0m未満の区域

1.0～2.0m未満の区域

2.0～5.0m未満の区域

5.0m以上の区域

浸水した場合に想定される水深（ランク別）

伊勢中川駅周辺 伊勢中川駅・駅西広場 都市計画道路算所宮古線沿い

国
道
23号

JR名
松
線

近
鉄
名
古
屋
線

近
鉄
大
阪
線

近
鉄
山
田
線

一志一志

伊勢八太伊勢八太

伊勢中川伊勢中川

権現前権現前

伊勢中原伊勢中原

六軒六軒

高茶屋高茶屋

川合高岡川合高岡

桃園桃園

久居久居

一志嬉野IC

久居IC

其村開口部其村開口部

赤川開口部赤川開口部

中川原開口部中川原開口部

牧開口部牧開口部

小戸木開口部小戸木開口部

J
R
紀
勢
本
線

伊勢自動車道

近
鉄
大
阪
線

中村川

雲出川浸水想定区域図
※浸水想定区域図（1/100洪水による破堤を考慮）を基図として作成。

伊勢中川駅

中村川

平成3年

伊勢中川駅付近の開発状況

平成19年

伊勢中川駅

中村川
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洪水防御の考え方

◆洪水防御の基本的な考え方

●資産が集積している下流部、及び堤防開口部からの浸水被害が生じる中流部の浸水を防御。
●河川改修が遅れている中流部及び支川について整備を推進。
　　⇒ただし整備目標は下流河道への負荷の増大を抑えるように留意。
●治水効果を有する、資産の少ない地区の堤防開口部を優先的に活用。
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＜氾濫被害額＞

＜被災人口＞

※氾濫被害額、被災人口は、H19河道で1/100
　規模洪水時の氾濫計算結果より得られた試
　算値

香良洲

雲出川

左岸1

雲出川
右岸1

雲出川
右岸3

雲出川
左岸3

雲出川
右岸5

波瀬川
上流

雲出川
左岸2

雲出川
右岸4

雲出川
左岸4

ユニバーサル造船

住友マテリアル
雲出川
右岸2一志一志

伊勢八太伊勢八太

伊勢中川伊勢中川

権現前権現前
伊勢中原伊勢中原

六軒六軒
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国
道
2
3
号

近
鉄
名
古
屋
線

近
鉄
大
阪
線

近
鉄
山
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線

J
R
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本
線

伊勢自動車道

一志嬉野IC

久居IC

雲出川浸水想定区域図

凡　　　例

浸水した場合に想定される水深（ランク別）

　　　　　　　　0～0.5m未満の区域

　　　　　　　　0.5～1.0m未満の区域

　　　　　　　　1.0～2.0ｍ未満の区域

　　　　　　　　2.0～5.0m未満の区域

　　　　　　　　5.0m以上の区域

※浸水想定区域図（1/100洪水による破堤を考慮）を基図として作成。

其村開口部其村開口部

赤川開口部赤川開口部

中川原開口部中川原開口部

牧開口部牧開口部

小戸木開口部小戸木開口部

嬉野開発拠点
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①河道改修案
河道の拡幅・掘削、横断工作物の改築等により河積の
増大を図り、流下能力を向上させ、洪水を処理する。

②ダム整備案
上流山地部にダムを建設して洪水調節を行い、下流河
道への負担を軽減する。

③遊水地整備案
堤防開口部が有する遊水機能を利用し、洪水調節を図
ることにより洪水を低減させる。

考えられるメニュー

④宅地防災案
堤防開口部が有する従前の遊水機能を期待し、背後地で
浸水の恐れがある家屋について、輪中堤等の対策により
浸水被害の解消を図る。

雲出川治水整備の考え方

　

河道掘削のイメージ

・河道を掘削することにより河積を確保し、洪水時の水位低
下を図る。

ダムによる洪水調節のイメージ

この分をダムにためて放流量を減らし、
下流河川の水位低下を図る。

流
量
(
m3
/
s)

時間

ダムへの流入量

ダムからの
放流量

洪水初期 洪水ピーク時
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案Ｅ：河道改修案

雲出川治水整備の考え方

案Ａ：赤川・其村・中川原締切案

案Ｂ：赤川・其村・中川原宅地防災案

治
水
整
備
の
複
数
案

案Ｃ：赤川・其村遊水地案

１．牧・小戸木現状維持（開口部存置）＋河道改修

平成16年洪水対応（雲出橋4,800m3/s相当) 昭和57年洪水対応（雲出橋5,400m3/s相当)

案Ｄ：ダム整備案

河道改修

ダム＋河道改修

２．牧・小戸木遊水地

１．牧・小戸木現状維持（開口部存置）

１．牧・小戸木現状維持（開口部存置） ＋

２．牧・小戸木遊水地（事業規模として過大）→×

２．牧・小戸木遊水地（事業規模として過大）→×

治水整備の組合わせ

■中流部で資産が集積する赤川・其村・中川原地区の対策を基軸に、治水整備の組合わせとして考えられる複数案を整理。

注）案Ａ－１の河道改修との差異を表現するため、中流部の堤防開口部
の扱いは、赤川・其村・中川原締切＋牧・小戸木現状維持とした。

注）河道改修のみでの限界性を表現するため、中流部の堤防開口部の
扱いは、赤川・其村・中川原現状維持＋牧・小戸木現状維持とした。

河道改修

又は

河道改修＋

洪水調節施設整備
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■土地利用が進む赤川・其村・中川原地区の堤防開口部を締め切る。
■牧・小戸木地区の堤防開口部は存置し、従前の遊水機能を期待する。
■下流河道の整備により洪水の安全な流下を図る。

案Ａ－１）赤川・其村・中川原締切＋牧・小戸木現状維持（開口部存置）＋河道改修

　　　　　：H16.9洪水を想定した場合の整備後の浸水区域
　　　　　：浸水想定区域内の家屋等
　　　　　：治水整備箇所
　　　　　：浸水被害が改善されない地区
　　　　　：浸水被害が改善される地区

君ヶ野ダム

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤 河道改修河道改修

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削

（実施中）（実施中）

小戸木小戸木

牧牧

中川原中川原

其村其村

赤川赤川

開口部締め切り右岸（赤川・其村・中川原）

現状維持左岸（牧・小戸木）
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開口部築堤開口部築堤

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

中川原中川原

其村其村

赤川赤川

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

小戸木遊水地小戸木遊水地

牧遊水地牧遊水地

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

河道改修河道改修

小戸木小戸木

牧牧

中川原中川原

其村其村

赤川赤川

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

＜特徴＞

＜整備工程＞

　河道改修により下流区間の安全
度を確保したのち、堤防開口部の
締切を実施

河道改修

赤川・其村・中川原

堤防開口部締切

（牧・小戸木現状維持）

（社会的影響）
　①赤川・其村・中川原地区では土地利用の進展が期待できる。
　②牧・小戸木地区では浸水頻度の改善が期待できない。
（その他）
　③中村川合流点下流の再度掘削が必要となる。
　④横断工作物の改築が必要となる。
　⑤洪水時の調節効果は案Ａ－２）と比較して小さい。

＜S57洪水に対する追加対応＞

中村川合流点下流での河道改修
等の追加対応が必要となる。

須賀瀬・元町
河道掘削
（実施中）

牧・小戸木地区の遊水地整備や
中村川合流点下流での河道改修
等の追加対応が必要となる。

①

②

河道改修河道改修

　　　　　：S57.8洪水を想定した場合の整備後の浸水区域
　　　　　：浸水想定区域内の家屋等
　　　　　：治水整備箇所
　　　　　：浸水被害が改善されない地区
　　　　　：浸水被害が改善される地区

遊水地整備遊水地整備

対象洪水
雲出橋地点
氾濫戻し流量

君ヶ野ダム
（既設）

中流部
氾濫原等 河道

平成16年9月 4,800 300 200 4,300

昭和57年8月① 5,400 300 100 5,000

昭和57年8月② 5,400 300 500 4,600
　単位：m

3
/s（試算値）
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■土地利用が進む赤川・其村・中川原地区の堤防開口部を締め切る。
■地形条件に優れる牧・小戸木地区の安全度向上を少し抑制して整備
　（遊水地として利用）する。
■下流河道は現有の流下能力を保持する。

案Ａ－２）赤川・其村・中川原締切＋牧・小戸木遊水地

君ヶ野ダム

　　　　　：H16.9洪水を想定した場合の整備後の浸水区域
　　　　　：浸水想定区域内の家屋等
　　　　　：治水整備箇所
　　　　　：浸水被害が改善されない地区
　　　　　：浸水被害が改善される地区

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

中川原中川原

其村其村

赤川赤川

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

開口部締め切り右岸（赤川・其村・中川原）

遊水地左岸（牧・小戸木）

小戸木遊水地小戸木遊水地

牧遊水地牧遊水地
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＜特徴＞

赤川・其村・中川原

堤防開口部締切

（社会的影響）
　①赤川・其村・中川原地区では土地利用の進展が期待できる。
　②牧・小戸木地区では農地主体の土地利用の継続が可能で、
　　浸水頻度が下がる。
（その他）
　③洪水調節効果が案Ａ－１）と比較して大きい。

＜整備工程＞
　
　遊水地として利用する牧・小
戸木を整備したのち、赤川・其
村・中川原地区の堤防開口部の
締切を実施

牧・小戸木整備

＜S57洪水に対する追加対応＞

対象洪水
雲出橋地点
氾濫戻し流量

君ヶ野ダム
（既設）

牧・小戸木
遊水地 河道

平成16年9月 4,800 300 500 4,000

昭和57年8月 5,400 300 500 4,600
　単位：m

3
/s（試算値）

　　　　　：S57.8洪水を想定した場合の整備後の浸水区域
　　　　　：浸水想定区域内の家屋等
　　　　　：治水整備箇所
　　　　　：浸水被害が改善されない地区
　　　　　：浸水被害が改善される地区

中村川合流点下流での河道改修
等の追加対応が必要となる。

河道改修河道改修

開口部築堤開口部築堤

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

中川原中川原

其村其村

赤川赤川

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

須賀瀬・元町
河道掘削
（実施中）

小戸木遊水地小戸木遊水地

牧遊水地牧遊水地
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案Ｂ－１）赤川・其村・中川原宅地防災＋牧・小戸木現状維持（開口部存置）

君ヶ野ダム

輪中堤等築堤輪中堤等築堤

輪中堤等築堤輪中堤等築堤

　　　　　：H16.9洪水を想定した場合の整備後の浸水区域
　　　　　：浸水想定区域内の家屋等
　　　　　：治水整備箇所
　　　　　：浸水被害が改善されない地区
　　　　　：浸水被害が改善される地区

中川原中川原

其村其村

小戸木小戸木

牧牧
庄田庄田

輪中堤等築堤輪中堤等築堤

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

輪中堤等整備右岸（赤川・其村・中川原）

現状維持左岸（牧・小戸木）
■土地利用が進んでいる赤川・其村・中川原地区の堤防開口部を存置し、
　家屋集落を防御する輪中堤を整備。
■牧・小戸木地区の堤防開口部も存置し、従前の遊水機能を期待する。
■下流河道は現有の流下能力を保持する。
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＜特徴＞

（社会的影響）
　①赤川・其村・中川原地区では輪中堤等の整備で利便性が
　　損なわれ、土地利用も制約される。
　②牧・小戸木地区では浸水頻度の改善が期待できない。
（その他）
　③昭和57年8月洪水に対する調節効果は案Ａ－２）と比較
　　して小さい。

赤川・其村・中川原

輪中堤整備

＜整備工程＞
　
　前提とする整備なしに、赤川・
其村・中川原地区の輪中堤等の
整備に着手可能

(牧・小戸木現状維持)

＜S57洪水に対する追加対応＞

　　　　　：S57.8洪水を想定した場合の整備後の浸水区域
　　　　　：浸水想定区域内の家屋等
　　　　　：治水整備箇所
　　　　　：浸水被害が改善されない地区
　　　　　：浸水被害が改善される地区

対象洪水
雲出橋地点
氾濫戻し流量

君ヶ野ダム
（既設）

中流部
氾濫原等 河道

平成16年9月 4,800 300 500 4,000

昭和57年8月 5,400 300 200 4,900
　単位：m

3
/s（試算値）

中村川合流点下流での河道改修
等の追加対応が必要となる。

輪中堤等築堤輪中堤等築堤

輪中堤等築堤輪中堤等築堤

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

小戸木小戸木

牧牧

庄田庄田

輪中堤等築堤輪中堤等築堤

河道改修河道改修

須賀瀬・元町
河道掘削
（実施中）

中川原中川原
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案Ｃ－１）赤川・其村遊水地＋牧・小戸木現状維持（開口部存置）

君ヶ野ダム

　　　　　：H16.9洪水を想定した場合の整備後の浸水区域
　　　　　：浸水想定区域内の家屋等
　　　　　：治水整備箇所
　　　　　：浸水被害が改善されない地区
　　　　　：浸水被害が改善される地区

小戸木小戸木

牧牧

中川原中川原

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

■土地利用が進む赤川・其村地区の安全度向上を少し抑制して整備
　（遊水地として利用）する。
■牧・小戸木地区の開口部は存置し、従前の遊水機能を期待する。
■下流河道は現有の流下能力を保持する。

遊水地（中川原は現状維持）右岸（赤川・其村・中川原）

現状維持左岸（牧・小戸木）

庄田庄田
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須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

小戸木小戸木

牧牧

中川原中川原

＜特徴＞

（社会的影響）
　①赤川・其村地区の土地利用が制約される。
　②牧・小戸木・中川原地区では浸水頻度の改善が期待でき
　　ない。
（その他）
　③昭和57年8月洪水に対する調節効果も案Ａ－１）と同
　　等に期待できる。

赤川・其村整備

＜整備工程＞

　前提とする整備なしに、遊水地
として利用する赤川・其村地区の
整備に着手可能

(牧・小戸木現状維持)

＜S57洪水に対する追加対応＞

　　　　　：S57.8洪水を想定した場合の整備後の浸水区域
　　　　　：浸水想定区域内の家屋等
　　　　　：治水整備箇所
　　　　　：浸水被害が改善されない地区
　　　　　：浸水被害が改善される地区

対象洪水
雲出橋地点
氾濫戻し流量

君ヶ野ダム
（既設）

中流部
氾濫原等 河道

平成16年9月 4,800 300 500 4,000

昭和57年8月 5,400 300 500 4,600
　単位：m

3
/s（試算値）

中村川合流点下流での河道改修
等の追加対応が必要となる。

河道改修河道改修

須賀瀬・元町
河道掘削
（実施中）

庄田庄田
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開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

開口部築堤開口部築堤

河道改修河道改修

小戸木小戸木

牧牧

中川原中川原

赤川赤川

其村其村

君ヶ野ダム

案Ｄ）ダム整備

■新規ダム等の洪水調節機能を増強し、整備を行う。
■下流河道の整備により洪水の安全な流下を図る。

・整備に長期間を要し、効果発現までに時
間がかかると考えられる。

・中村川合流点下流の再度掘削が必要とな
る。

・横断工作物の改築が必要となる。

・事業費が高価と考えられる。

平常時 洪水時

君ヶ野ダムの放流状況

＜特徴＞

　　　　　はH16.9洪水を想定した場合の整備後
　　　　　の浸水区域
　　　　　は浸水想定区域内の家屋等
　　　　　は治水整備箇所
　　　　　は浸水被害が改善されない地区
　　　　　は浸水被害が改善される地区

＜整備工程＞

　新規ダム等の完成及び河道改修に
より下流区間の安全度を確保したの
ち、堤防開口部の締切を実施

対象洪水
雲出橋地点
氾濫戻し流量 新規ダム等

中流部
氾濫原等 河道

平成16年9月 4,800 400 - 4,400

昭和57年8月 5,400 400 - 5,000
　単位：m

3
/s（試算値）

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

赤川・其村・中川原
堤防開口部締切

新規ダム等 河道改修

（牧・小戸木現状維持）

須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）

開口部締め切り右岸（赤川・其村・中川原）

現状維持左岸（牧・小戸木）
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・河道改修案では、床上浸水被害は解消
されない。（仮に河道限界（6,100m3/s）
まで掘削しても、床上浸水被害は解消
されない）

案Ｅ）河道改修案

中村川

赤川

波瀬
川

雲出川

大
正
橋

近鉄名
古屋線

須賀瀬・元町地区河道掘削

河道掘削等

河道改修のイメージ図

河道掘削のイメージ（須賀瀬・元町河道掘削）

＜特徴＞

中川原中川原

須賀瀬・元町河道掘削須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）（実施中）

　　　　　はH16.9洪水を想定した場合の整備
　　　　　後の浸水区域
　　　　　は浸水想定区域内の家屋等
　　　　　は治水整備箇所
　　　　　は浸水被害が改善されない地区
　　　　　は浸水被害が改善される地区

＜整備工程＞

　前提とする整備なしに河道改修に
着手可能

河道改修

(牧･小戸木･赤川･其村現状維持)

須賀瀬・元町河道掘削
（実施中）

■ほぼ全区間に渡る河道の整備により洪水の安全な流下を図る。

現状維持右岸（赤川・其村・中川原）

現状維持左岸（牧・小戸木）

笠松頭首工

牧牧

小戸木小戸木

庄田庄田

対象洪水
雲出橋地点
氾濫戻し流量

君ヶ野ダム
（既設）

中流部
氾濫原等 河道

平成16年9月 4,800 300 － 4,500

昭和57年8月 5,400 300 － 5,100
　単位：m

3
/s（試算値）

※浸水被害の解消には6,100m3/s以上の河道の確保が必要であ
るが、河道限界を超えるため、現実的ではない。
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各メニューにおいて想定される環境への影響

環境への影響

浸水箇所においては、動植物の生息など環境に対して、特別に配慮する必要
ないと考えられる。

・輪中堤の整備により景観の変化が生じる。

宅地防災案

・特に変化はないと考えられる。

遊水地整備案

・ダム整備箇所の周辺において土地等の一時的、永久的な改変が生じると考えら
れる。

・河川水のダムへの貯留により、従前の水温・水質との差異が生じる可能性があ
る。

ダム整備案

・河道の改変面積に応じて、一時的な生物生息環境等への影響の範囲や、その回
復の進度に差異が生じると考えられる。

河道改修案

影　響メニュー
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ま　と　め

今後は、事業の効果、背後資産状況、事業規模など総合的に判断し、地域住民等

の意見・要望や、流域委員会でのご意見等をふまえ、計画目標、対応方針を決定

します。




